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第１回東久留米市学校給食運営協議会について（報告） 

開 催 日 時 平成３０年 ６月２２日（金）午後３時００分～午後４時３０分 

会 場 市役所７階７０１会議室 

出 席 者 協議会委員：３１人（欠席１名、代理出席１名） 

事務局：教育部学務課保健給食係  

傍 聴 者 １名 

 

【議事内容】 

１ 座長、副座長の選出 

 ・学校給食運営協議会設置要綱に従い、委員の中から互選により座長を、座長の指名

により副座長を決定した。 

  座長 ：教育部学務課長 島崎 修 

  副座長：下里小学校副校長 若菜 康史 

 

２ 学校給食運営協議会について（事務局） 

・本協議会の目的は、保護者、関係者の意見を反映させることにより学校給食の充実

を図ることである。 

・協議事項は、献立に関すること、食育に関すること、学校栄養職員並びにその他の

学校給食関係者と保護者との連携に関すること、小中学校給食の前年度実績の報

告に関すること、その他学校給食の運営に関し必要と認める事項となっている。 

・構成委員は市内全小中学校保護者代表、副校長代表、栄養士、調理員、給食調理受

託業者、学務課長である。 

・委員の任期は１年間である。 

・協議会の開催は、原則学期に１回開催する。 
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３ 小中学校給食の実施状況について 

小中学校給食の実施状況について（小・中学校栄養士） 

【小学校給食】小学校給食について写真を用いて報告。 

・学校給食は、成長期の子どもたちの体をつくるためということはもちろんのこと、

様々なことを学ぶことのできる生きた教材としての役割を担っている。 

・１日３食として、エネルギーは１日の１／３である３３％を給食で賄えるようにし

ている。また、成長期に必要なカルシウムは、５０％を給食で摂取できるようにし

ている。そのため、給食を食べているから安心ということではなく、朝と夜で残り

の栄養素をきちんととる必要がある。 

・給食ができるまでの様子を説明。 

 野菜は、３回洗浄しごみや虫が付いていないことを確認している。だしは、鶏がら、

豚骨、削り節、昆布などを使用しだしをしっかりとることでうす味でもおいしく仕

上がっている。親子給食の学校は、親校で作られた給食を子学校へ配送している。 

・給食は、旬の食材、行事食、郷土料理を取り入れている。また、オリンピック・パ

ラリンピック教育として世界各国の料理を給食に取り入れている。 

・今年度より飲用牛乳がビンから紙パックに変更になった。児童が牛乳パックを片付

けている様子を説明。 

【中学校給食】中学校給食について写真を用いて報告。 

・中学校給食は、弁当併用スクールランチ方式である。毎日、スクールランチか家庭

からのお弁当かを選んでいる。牛乳のみの注文もでき、成長期の中学生に必要なカ

ルシウムを摂取するため家庭からお弁当を持参する生徒にも牛乳を飲むように勧

めている。 

・スクールランチは、栄養所要量と食品構成に基づき、市の栄養士が献立を作成し、

食材を発注している。 

・献立表の右側には、アレルギー表示が義務付けられている７品目のうちそばを除く

６品目のアレルゲン食材が確認できるようになっている。また、献立表には予約の

締切日も掲載している。 

・スクールランチの予約は、パソコンやスマートフォンなどインターネットで行って

いる。月単位でまとめて簡単に予約する方法と、日単位で主菜の見本写真を見なが

ら予約する方法がある。 

・スクールランチは、弁当形態で提供している。家庭でお弁当を作る時、余熱をとっ

てから詰め、食材が傷むのを防ぐのと同じようにスクールランチは、冷却機を使っ

て料理を冷却している。 
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・おかずは冷却するが、主食は、おかずとケースを分けているため温かい状態で提供

している。保温コンテナで教室まで届け、温度が下がらない工夫をしている。 

・盛り付け終わったスクールランチは、最後に正規社員が盛り付け量や盛り付け方を

チェックし、更に金属探知機で異物の混入がないかをチェックしている。 

 

※ 質問・意見等なし 

 

事故報告及びヒヤリハット事例報告（事務局） 

・昨年度１年間で、食中毒の発生なし。 

 異物混入は、小学校で２件。内訳は油性ペンの芯１件、衛生害虫１件。 

ヒヤリハット事例は、小学校で１９件、中学校で９件。内訳は小虫１０件、ビニー

ル片８件、プラスチック片２件、石片１件、髪の毛４件、毛１件、糸２件。 

平成２８年度より件数が増加していることから各校の栄養士、調理員及び受託事

業者に対して臨時の連絡会を開催し、異物混入防止及び衛生管理の徹底について情

報及び改善策の共有を図った。 

髪の毛や小虫に関しては、納品前のものか、調理の際に付着したものか、また教

室内で付着したものか、付着に至った経路が判明しにくいが、原因を追及すると同

時に、付着の可能性を一つ一つ解消していく。 

今後も食中毒や異物混入事故を起こさないために、また、事故に至らないヒヤリ

ハット事例も限りなくゼロに近づけていく努力を継続していく。 

※ 質問・意見等なし 

４ 学校給食についての懇談 

※ 質問・意見等なし 

５ その他 

小学校給食調理業務委託事業について 

・平成２７年３月に東久留米市立小学校給食調理業務委託推進計画を策定。それに基

づき平成２９年度からは第五小学校の委託化、ならびに第五小学校・南町小学校の

親子給食から第九小学校・南町小学校への組み換えをした。平成３１年度から本村
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小学校・第三小学校の親子給食の委託化を予定していたが、市全体の財政状況を鑑

み、引き続き検討することとし、本年３月に本計画の修正をした。 

 

中学校給食 在校時一括予約について 

・中学校給食の予約について、月初から月末にかけて予約数が増えることから、月初

は予約忘れが多いのではないかと考えていること、また毎月や毎日の予約操作の煩

雑さが軽減できるよう、申請すれば在校中の予約が自動で入る「在校時一括予約」

の導入を検討している。 

 

協議会に開催について 

・学期に１回開催する。第２回は１１月１５日（木）第３回は１月２５日（金）に開

催予定。 

・開催の案内は学校経由で送付している。代理出席の場合はあらかじめ学務課に連絡

してほしい。 

 

 

 

 


